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＜連絡事項＞
・外来よりパネルヒーターを借用している為、月曜日の朝返却。午後よりストーブ3台入った為、Bユニットホール2台・Cユニットホール１台設置している。
＜患者様連絡事項＞
・池野　功一様～南山苑への入所申し込みを行うよう指示あり、お姉様へ連絡し入所申し込みについて説明している。

・井畑　勝見様～深澤Drより面談調整の指示あり。御家族へ連絡し12/13　16：00～で調整済み。
・野田　フミ様～ご家族へ連絡し、水分補給用にトロミアップを持参して頂いている。

・坂本　きい様～体温38.5℃まで発熱あり、活気は見られ食事摂取も出来ている。田名部Drへ状態報告しカロナール（200）3T　3×ndE　2日分処方となる。
・関野　節子様～排便-5日。ケンエーG浣腸60ml　1本処方となる。

・和田　昌様～排便-5日。ケンエーG浣腸60ml　1本処方となる。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施。声高さや妄想発言は無く、私物に関して過度な要求もなく過ごしている。早期に処遇改善が図れるよう看護介入行っていく。
・畑中　成夫様～時間隔離中。女性に関する訴えは聞かれないが、一方的な宗教に関する発言や勧誘する発言聞かれている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。他者への付きまとい行為や他室侵入あり。介入にてトラブルはなく経過している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
＜要注目患者様＞
・小野　世津子様～食事はホールに自ら出て2/3摂取出来ている。吐き気の訴えは無く、面会中にも差し入れを摂取している。眠気はあると話し余暇は臥床傾向。
・滝沢　繁倫様～深澤Ｄｒより大部屋で様子を見るよう指示あり、10号室→15号室へ移動。移動後より「そんな書類は来ていない」と易怒性あり、10号室への侵入や女性への接触見られ、介入にも粗暴行為あり。13：30不穏時①ロラゼパム（0.5）1Ｔ服用している。
・新堂　寿子様～滅裂発言や感情失禁見られるが、すぐに笑い出すなど感情のコントロールが出来ない様子あり。一方的に他者への妄想発言も見られている。私物の確認には応じるが、貴重品の預かりは拒否。お母様と対応し、貴重品及び危険物は持ち帰っていただいている。ＤＶＤプレーヤー持参しており、主治医より使用許可あり。本人へ説明すると、私物の預かりは拒否するが消灯後はスタッフへ預けることで了承される。

・内田　勇三様～自室やホールが寒いと怒り、自宅への電話要求頻回。再三説明するがすぐに忘れ同内容で怒鳴る事を繰り返している。
・井畑　勝見様～昨日主治医より運転免許の更新は病気のため行わないほうが良いと説明あり。消灯後より入院や免許更新について訴え聞かれており、夜間も浅眠だったと話す。本日日中は運転免許に関する訴えなし。

・松本　好子様～自室にてビニール袋へ排泄する事があり介入。都度誘導することでトイレにて排泄見られている。
・宮川　鉄雄様～バイタルサイン異常無し。ケア時の抵抗見られているが、それ以外は傾眠傾向。
・上野　一夫様～昨日娘様から折り返し電話連絡あり、深澤Drと面談実施。
口腔内の汚染や炎症はやや軽減している。一方で本人も口腔内の痛みの訴えなく、その他の身体症状について訴えることはない。発熱や明らかな呼吸器症状ない。一方で嚥下の困難さは、同様であり経口摂取はやはり困難である。

上記とこれまでの入院後の経過、現在の治療内容について長女に電話で説明。今後も嚥下障害のため経口摂取が困難であること、輸液のルートが確保となりつつあること、高齢であるためこれまでと同様に肺炎や身体合併症の可能性は常にあることも説明。

経鼻栄養での身体管理へ移行することで口頭にて同意を得た。1月2、3日にもし帰省するようであればその際に院内で面談する方向で帰省の日程を調整して頂くことにした。
・成田　富士子様～1:30低血糖症状訴えあり血糖60㎎/dl、ブドウ糖10ｇ1包服用し　　　2:00 165㎎/dlへ回復。日中は低血糖となる事なく経過。
＜新入院患者様　情報＞
氏　　名：新堂　寿子様（37）
病　　名：統合失調症

病　　棟：東病棟Aユニット10号室

入院形態：医療保護入院（当院12回目）

　主治医：安ケ平Ｄｒ

（経過）

　当院へは11回の入院歴あり。11/11(土)0：30頃、三沢消防署より三沢警察署へ「三沢市幸町の飲み屋街でピンク色のヘアピンで首あたりを刺された」との通報がある。ヒルズ(クラブ)内で、本人と他の男性が言い争いをしていた事から、埼玉県在住(34)男性が2人の間に介入。2人を落ち着かせるために、一度クラブの外に連れ出すも突然本人が自分の髪にさしていたピンク色のピンで男性の耳朶の下辺りに刺す行動に至った。警察官に保護された後、聞き取りを行うも「自分が20才の頃より名前も知らない男にストーカーされていた」「以前服を脱がされて裸にされたから、(ヘアピンで)刺したんです」と話していたとの事。保護された際に警察では当院へ通院している事を把握していなかったため、そのまま自宅へ戻られる。後日上記について警察署内で話し合った際に、当院へ受診している記録があり保健所へ連絡。すでに、本人を自宅に帰宅させていた為、措置通報には至らなかった。母親に連絡をし、警察署より病院への受診を勧めるも「受診の為に送迎もしているが、病院受診後に表情が変わり母親が運転中に顔や頭を殴られる事がある」との相談を行い、11/16は母のみ当院受診。幻聴、幻覚があり、独語も聞かれるとのこと。薬は怠薬しており、父様も介入出来ないでいるとのこと。

H29.11.25　警察官・お母様付き添いにて受診。薬物調整、加療目的にて同日10：30　東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

【備考】

・業者洗濯
・カードなし、私物発注での買い物は月2万円以内で可能

・DVDプレーヤーの使用及びコンセントコードの使用は主治医許可済み
・私物は消灯後預かり（本人了承済み）
・電話制限は無いが、母よりあまり電話をさせないでほしいとの話あり
・緊急時は市内の病院へ搬送、連絡先は母
＜措置入院患者様検討＞
・吉島　知寿子様～最近の様子としても特変なく経過している。気分の躁鬱病的症状もなく、その他、身体の転換症状もなく、日中は寝ていることも多かったが、日常生活は支障なく送られている。今後に関して、措置入院は解除の方向で検討していく。解除後については、本人もすぐに退院していく意思はないようで、生活上必要な手続きや住居など決めることを進めていくことになると思われる。
・藤井　崇史様～３年前に措置入院を解除しようとしたら、介助してくれるよう父にしゃべったら困った。そして帰った。
表情の硬さはないが、物を盗られたと妄想訴えている。
